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「地域ブランド調査」

住みたい＆観光で訪れたい市区町村は、いずれも札幌が1位
〜北海道のなかでも、札幌が誇るブランド⼒が顕著な結果に〜
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調査概要

1. 調査対象：NTTコム リサーチ クローズド調査（*1）
全国における18歳以上のモニター

2. 調査⽅法：⾮公開型インターネットアンケート
3. 調査期間：2018年８⽉３⽇〜2018年８⽉９⽇（2018年夏季の1週間）
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4. 有効回答者数：1,096⼈
5. 回答者の属性：

■性別
 回答者の性別を⾒ると、男性が多かった。

図表 回答者性別

■年齢
 回答者の年齢を⾒ると、60歳以上の⾼齢層、次いで50代が多かった。

図表 回答者年齢

■性別×年齢
 性別と年齢別のクロス集計で⾒ると、60歳以上、50代、20代の順で、男性の回答者数が多かった。また、19歳以
下、30代で⼥性の回答者が多かった。

図表 回答者 性別×年齢 クロス集計

■居住地（参考）
 居住地は、⼈⼝⽐例で割付を⾏った。

図表 回答者居住地



※H27国勢調査を元に20代以上の⼈⼝で算出。

注意）本調査では全国のモニターに対し調査を実施した。回答者のうち男性が⼥性の約1.8倍になっており、男性が多いこと、ま
た⾼齢層の回答が多いことに注意が必要である。

【補⾜】

(*1) NTTコム リサーチ http://research.nttcoms.com/
NTTコム オンライン・マーケティング・ソリューション株式会社（http://nttcoms.com/）が提供する、⾼品
質で付加価値の⾼いインターネットリサーチ・サービスである。
⾃社保有パネルとしては国内最⼤級のモニター基盤（2018年11⽉現在 217万会員）を保有するとともに、「モ
ニターの品質」「調査票の品質」「アンケートシステムの品質」「回答結果の品質」の4つを柱とした「クオリ
ティポリシー」に基づく徹底した品質確保を⾏い、信頼性の⾼い調査結果を提供するインターネットリサーチと
して、多くの企業・団体に利⽤されている。

■⽬次に⾶ぶ ▲上に戻る

調査結果

http://research.nttcoms.com/


1. 住みたい・住んでみたい地域 アンケート調査結果
 ⽇本全国の18歳以上の男⼥に、「将来住みたい、住んでみたい地域」について調査を実施した（1⼈最⼤3地域まで回答
することを可能とした）。将来にわたって現在の居住地に住み続けたい場合には、現在の居住地を回答することを求めた。
当該地域について、都道府県、市区町村ともにあわせて聞いている。（総回答数（N）：2,234）

1.1. 住みたい・住んでみたい地域 ランキング（都道府県）

 都道府県レベルでの「住みたい・住んでみたい地域」全国ランキング（ベスト10）は下記の通り。
 全国ベスト５は、東京都（1位）、北海道（2位）、神奈川県（3位）、沖縄県（4位）、⼤阪府（5位）となった。

図表 「住みたい・住んでみたい地域」 都道府県ランキング

 ランキングは、「ブランド⼒・要因」別でも集計している。①⾃然環境、都市環境に関するブランド⼒・要因、②⽣活利
便性・ヘルスケアに関するブランド⼒・要因、③アミューズメント・歴史・教育に関するブランド⼒・要因、④⾷に関する
ブランド⼒・要因、⑤雇⽤・ものづくりに関するブランド⼒・要因、⑥居住・宿泊に関するブランド⼒・要因、⑦⼈的な関
係性・地域への愛着に関する要因の⼤きく７つの観点で、集計を⾏った。

図表 「住みたい・住んでみたい地域」 都道府県 「ブランド⼒・要因」別ランキング

※「ブランド⼒・要因」と「地域選択の理由」に関する対応関係は以下の通り。



――――――――――――
1 地域選択の理由について、設定された選択肢以外のものがある場合、「上記以外の理由がある」とした上で、⾃由記述式で具体的に聞

いている。

1.2. 住みたい・住んでみたい都道府県の分布（全国）

 本データは47都道府県で集計している。地図で分布を⾒ると、以下の通りとなる。

図表 「住みたい・住んでみたい地域」 都道府県の分布



1.3. 住みたい・住んでみたい地域 ランキング（市区町村）

 市区町村レベルでの「住みたい・住んでみたい地域」全国ランキング（ベスト10）は下記の通り。
 全国ベスト５は、札幌市（1位）、横浜市（2位）、那覇市（3位）、京都市（4位）、⼤阪市（5位）となった。

図表 「住みたい・住んでみたい地域」 市区町村ランキング



 ランキングは、要因別でも集計している。（都道府県と同様）

図表 「住みたい・住んでみたい地域」 市区町村 「ブランド⼒・要因」別ランキング

※全国の市区町村別のデータについて集計。

1.4. 住みたい・住んでみたい市区町村の分布（都道府県1位の東京のある関東地⽅について抜粋）

 都道府県の全国集計で1位となった東京都における住みたい・住んでみたい市区町村の地域分布は以下の通りである。

図 「住みたい・住んでみたい地域」 市区町村の分布（関東地⽅の抜粋）



1.5. 住みたい・住んでみたい地域 市町村ランキング（⾃治体区分別）

 都道府県の全国集計で1位となった東京都における東京23区内での「住みたい・住んでみたい地域」ランキング（ベスト
5）は下記の通り。
 東京23区のランキングでは、全国の市区町村ランキングでも上位であった港区（1位）、世⽥⾕区（2位）の他、⽬⿊区
（3位）、渋⾕区（4位）、品川区（5位）、⽂京区（5位）がランキングに⼊った。

図表 「住みたい・住んでみたい地域」 東京23区ランキング

 続いて、全国の市町村別でランキングを集計した。

 市レベルでの「住みたい・住んでみたい地域」全国ランキング（ベスト10）は下記の通り。
 市ベスト10は、市区町村ランキングで挙げられた1位〜8位の他に、鎌倉市（9位）、⽯垣市（10位）がランキングに⼊
った。ランキング外の市を併せると514の市が住みたい市に挙げられた。

図表 「住みたい・住んでみたい地域」 市ランキング



 町レベルでの「住みたい・住んでみたい地域」全国ランキング（ベスト5）は下記の通り。
 町ベスト５は、軽井沢町（1位）、与那国町（2位）、美瑛町（3位）、⽵富町（3位）、上富良野町（5位）、箱根町（5
位）、真鶴町（5位）となった。ランキング外の町も併せると179の町が住みたい町に挙げられた。

図表 「住みたい・住んでみたい地域」 町ランキング

 村レベルでの「住みたい・住んでみたい地域」全国ランキング（ベスト5）は下記の通り。
 村ベスト５は、恩納村（1位）、⽩⾺村（2位）、⼩笠原村（3位）、⼭中湖村（3位）、⼩⾕村（3位）、南阿蘇村(3
位)、今帰仁村（3位）、読⾕村（3位）、渡嘉敷村（3位）となった。ランキング外の村も併せると52の村が住みたい村に
挙げられた。

図表 「住みたい・住んでみたい地域」 村ランキング

1.6. 住みたい・住んでみたい地域 選択理由

 ⽇本全国の「住みたい・住んでみたい地域」選択の理由について、男⼥別の分布について、集計した結果が下記である。
男⼥ごとの割合で⾒ると、男性では、「景⾊、⾵景が良い」、「交通の便が良い」、「買い物がしやすい」が、⼥性では、
「交通の便が良い」、「買い物がしやすい」、「景⾊、⾵景が良い」がそれぞれ上位に来ていることが分かる。男⼥で差が
出ている項⽬としては、「買い物がしやすい」、「交通の便がよい」が⼥性に特に多く、「気候が良い」、「海産物が豊富
でおいしい」が男性に特に多いことが分かる。

図 「住みたい・住んでみたい地域」選択の理由 男⼥別の割合



 次に年代別の割合で⾒ると、全般的に、「交通の便がよい」「買い物がしやすい」が重視されていることが分かるととも
に、サンプル数の多い60歳以上で、「海産物が豊富でおいしい」、「農産物、畜産物が豊富でおいしい」の割合が⾼い。
その他、19歳以下については、サンプル数が少ないため参考値としてみることが必要であるが、「気候がよい」「景⾊、
⾵景がよい」等が重視されていることが分かる。

図 「住みたい・住んでみたい地域」選択の理由 年齢別の割合



1.7. 現在の居住地のある都道府県に将来にわたって住みたい割合

 本アンケート調査では、回答者の居住地について、都道府県単位で聞いている。そこで、住みたい・住んでみたい地域と
して、居住地を選択しているのかどうかについて集計したところ、以下の通りとなった。北海道、広島県、東京都、⾼知県
などが上位に来ている。⼀⽅、新潟県、⼭梨県、⼤阪府の居住者で、将来にわたってその地域に住み続けたいと選択した⼈
はゼロという結果となった。

図 現在の居住地のある都道府県を「住みたい・住んでみたい地域」とした回答割合



■⽬次に⾶ぶ ▲上に戻る



2. 観光で訪れたい地域 スポット アンケート調査結果
 ⽇本全国の18歳以上の男⼥に、「観光で訪れたい地域・スポット」について調査を実施した（1⼈最⼤3地域まで回答す
ることを可能とした）。これまで訪れたことのある地域・スポットを含めて、観光で訪れたい地域・スポットについて回答
を求めた。当該地域について、都道府県、市区町村ともにあわせて聞いている。（総回答数（N）：2473）

2.1. 観光で訪れたい地域・スポット ランキング（都道府県）

 都道府県レベルでの「観光で訪れたい地域・スポット」全国ランキング（ベスト10）は下記の通り。
 全国ベスト５は、北海道（1位）、沖縄県（2位）、京都府（3位）、東京都（4位）、⻑野県（5位）となった。

図表 「観光で訪れたい地域・スポット」 都道府県ランキング

 ランキングは、「ブランド⼒・要因」別でも集計している。 ①⾃然環境、都市環境に関するブランド⼒・要因、②⽣活
利便性・ヘルスケアに関するブランド⼒・要因、③アミューズメント・歴史・教育に関するブランド⼒・要因、④⾷に関す
るブランド⼒・要因、⑤ものづくりに関するブランド⼒・要因、⑥宿泊に関するブランド⼒・要因、⑦⼈的な関係性・地域
への愛着に関する要因の⼤きく７つの観点で、集計を⾏った。

図表 「観光で訪れたい地域・スポット」 都道府県 「ブランド⼒・要因」別ランキング

※「ブランド⼒・要因」と「地域選択の理由」に関する対応関係は以下の通り。



――――――――――――
2 地域選択の理由について、設定された選択肢以外のものがある場合、「上記以外の理由がある」とした上で、⾃由記述式で具体的に聞

いている。

2.2. 観光で訪れたい都道府県の分布（全国）

 本データは47都道府県で集計している。地図で分布を⾒ると、以下の通りとなる。

図表 「観光で訪れたい地域・スポット」 都道府県の分布



2.3. 観光で訪れたい地域・スポット ランキング（市区町村）

 市区町村レベルでの「観光で訪れたい地域・スポット」全国ランキング（ベスト10）は下記の通り。
 全国ベスト５は、札幌市（1位）、函館市（2位）、那覇市（3位）、京都市（4位）、⼩樽市（5位）となった。

図表 「観光で訪れたい地域・スポット」 市区町村ランキング



 ランキングは、要因別でも集計している。（都道府県と同様）

図表 「観光で訪れたい地域・スポット」 市区町村 「ブランド⼒・要因」別ランキング

※全国の市区町村別のデータについて集計。

2.4. 観光で訪れたい市区町村の分布（都道府県1位の北海道地⽅について抜粋）

 都道府県の全国集計で1位となった北海道における観光で訪れたい市区町村の地域分布は以下の通りである。

図 「観光で訪れたい地域・スポット」 市区町村の分布（北海道地⽅の抜粋）



2.5. 観光で訪れたい地域・スポット 市町村ランキング（⾃治体区分別）

 都道府県の全国集計で1位となった北海道における「観光で訪れたい地域・スポット」ランキング（ベスト5）は下記の
通り。
 北海道のランキングでは、全国の市区町村ランキングでも上位であった札幌市（1位）、函館市（2位）、⼩樽市(3位)、
旭川市(4位)、釧路市（5位）がランキングに⼊った。

図表 「観光で訪れたい地域・スポット」 北海道ランキング

 続いて、全国の市町村別でランキングを集計した。

 市レベルでの「観光で訪れたい地域・スポット」全国ランキング（ベスト10）は下記の通り。
 市ベスト10は、市区町村ランキングで挙がっていた1位〜9位の他に、宮古市（10位）がランキングに⼊った。ランキン
グ外の市を併せると418の市が観光で訪れたい市に挙げられた。

図表 「観光で訪れたい地域・スポット」 市ランキング

 町レベルでの「観光で訪れたい地域・スポット」全国ランキング（ベスト5）は下記の通り。
 町ベスト５は、⽵富町（1位）、美瑛町（2位）、与那国町（3位）、上富良野町（3位）、羅⾅町（5位）となった。ラン
キング外の町も併せると196の町が住観光で訪れたい町に挙げられた。



図表 「観光で訪れたい地域・スポット」 町ランキング

 村レベルでの「観光で訪れたい地域・スポット」全国ランキング（ベスト5）は下記の通り。
 村ベスト５は、恩納村（1位）、⽩⾺村（2位）、間味村（3位）、読⾕村（4位）、渡嘉敷村（5位）となった。ランキン
グ外の村も併せると69の村が観光で訪れたい村に挙げられた。

図表 「観光で訪れたい地域・スポット」 村ランキング

2.6. 観光で訪れたい地域・スポット 選択理由

 ⽇本全国の「観光で訪れたい地域・スポット」選択の理由について、男⼥別の分布について、集計した結果が下記であ
る。男⼥ごとの割合で⾒ると、男⼥ともに、「景⾊、⾵景が良い」、「名勝地、⾃然公園、都市公園等がある」、「歴史・
⾵⼟を感じられる」、「買い物がしやすい」が上位に来ていることが分かる。男⼥で差が出ている項⽬としては、「名勝
地、⾃然公園、都市公園等がある」、「海産物が豊富でおいしい」が男性で特に多く、「テーマパーク等がある」、「地域
の特産の加⼯⾷品、伝統⾷等がおいしい」、「⼯芸品の充実」が⼥性に特に多いことが分かる。

図 「観光で訪れたい地域・スポット」選択の理由 男⼥別の割合



 次に年代別の割合で⾒ると、60歳以上で、「景⾊、⾵景がよい」、「名称地、⾃然公園、都市公園等がある」の割合が
⾼い。その他、20〜29歳では、「交通の便がよい」、「買い物がしやすい」、「テーマパーク、アミューズメント施設等
がある」が理由として上げられているなど、年代別の傾向が分かる。

図 「観光で訪れたい地域・スポット」選択の理由 年齢別の割合



2.7. 現在の居住地のある都道府県に観光で訪れたい割合

 本アンケート調査では、回答者の居住地について、都道府県単位で聞いている。そこで、観光で訪れたい地域・スポット
として、居住地を選択しているのかどうかについて集計したところ、以下の通りとなった。三重県、沖縄県、北海道、広島
県、⼭⼝県などが上位に来ている。近隣でも観光に訪れたい地域・スポットが多くあるところと、そうでもないところがあ
ることが分かる。

図 現在の居住地のある都道府県を「観光で訪れたい地域・スポット」とした回答割合
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